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二十歳のつどい
１月12日　田川文化センター

11月臨時会は６議案、
12月定例会は14議案を審議
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議決結果議決結果議決結果

議会のおしらせ No.227 3 議会のおしらせ No.227 2

11月臨時会

12月定例会

議
決
結
果

臨
時
会
／
議
案
審
査

議
会
報
告
会

一
般
質
問

一
般
質
問

３月定例会は、２月20日（木）開会
一般質問は、３月４日（火）・５日（水）・６日（木）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

※一般質問の通告者が少ない場合は、４日（火）・５日（水）の２日間となる場合があります。
◎本会議・委員会は、インターネット中継と録画映像の配信を行います。ご利用ください。議会日程 中　継

賛否が分かれた案件 〇：賛成　 ×：反対　 欠：欠席

※会派名：社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団、孔志＝孔志会
※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。陸田議員（孔志会）は議長であるため、採決に加わっていません。

会派名

案　件

議員名
シン・タガワ 社民党 孔志共産党 清風会 黎明会 清友会新風会

　　

榊
　原

村
　𠮷

原
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石
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香
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辻
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山
　野

永
　松

田
　守

梶
　原

梶
　原

賛
　
　成

反
　
　対

× × × 欠 欠 × 欠 欠 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 6

× × × 欠 欠 × 欠 欠 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 6

× × × 欠 欠 × 欠 欠 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 6

× × × 欠 欠 × 欠 欠 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 6

× × × 欠 欠 × 欠 欠 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 6

× × × 欠 欠 × 欠 欠 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 6

欠 欠 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12 3

【議案第62号】
田川郡東部環境衛生施設組合から
の脱退について

【議案第64号】
田川地区清掃施設組合規約の変更
について

【議案第65号】
田川地区清掃施設組合の解散につ
いて

【議案第66号】
田川地区清掃施設組合の解散に伴
う財産処分について

【議案第67号】
田川地区広域環境衛生施設組合の
共同処理する事務の変更及び規約
の変更について

【議案第71号】
刑法等の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について

【議案第63号】
田川郡東部環境衛生施設組合から
の田川郡川崎町、田川市、同郡糸田
町及び同郡福智町の脱退に伴う財
産処分について
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［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会

件　　　　　名 議決結果付託委員会議案
番号

件　　　　　名 議決結果付託委員会議案
番号

62 厚　　生 原案可決

厚　　生 原案可決

厚　　生 原案可決

総　　文 原案可決

厚　　生

厚　　生

厚　　生

原案可決

原案可決

原案可決

総文・厚生・建経

厚　　生

厚　　生

原案可決

原案可決

原案可決

建　　経

建　　経

建　　経

建　　経

－

総文・厚生・建経

厚　　生

総　　文

総　　文

建　　経

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

63

64

65

66

田川郡東部環境衛生施設組合からの脱退について

田川郡東部環境衛生施設組合からの田川郡川崎町、田川市、同郡糸田町
及び同郡福智町の脱退に伴う財産処分について

67
田川地区広域環境衛生施設組合の共同処理する事務の変更及び規約の変
更について

71
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
の制定について

80 田川市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

田川地区清掃施設組合規約の変更について

田川地区清掃施設組合の解散について

田川地区清掃施設組合の解散に伴う財産処分について

68

69

70

令和６年度田川市一般会計補正予算

令和６年度田川市国民健康保険特別会計補正予算

令和６年度田川市急患医療特別会計補正予算

81 財産の処分について（白鳥工業団地Ｋ区画）

72

73

74

75

76

77

78

79

工事請負契約の締結について（令和６年度向陽台団地橋梁上部工工事）

工事請負契約の変更について（令和５年度向陽台土壌汚染対策工事）

指定管理者の指定について（市営住宅及び汚水処理施設）

市道路線の変更について（川宮タウン３号線）

田川市固定資産評価審査委員会委員の選任について（植田洋一氏）

令和６年度田川市一般会計補正予算（人件費分）

令和６年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算（人件費分）

田川市職員の給与に関する条例等の一部改正について

詳しくは
４ページ

詳しくは
５ページ

市 長 提 出 議 案

市 長 提 出 議 案
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議決結果議決結果議決結果

議会のおしらせ No.227 3 議会のおしらせ No.227 2

11月臨時会

12月定例会

議
決
結
果
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時
会
／
議
案
審
査

議
会
報
告
会

一
般
質
問

一
般
質
問

３月定例会は、２月20日（木）開会
一般質問は、３月４日（火）・５日（水）・６日（木）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

※一般質問の通告者が少ない場合は、４日（火）・５日（水）の２日間となる場合があります。
◎本会議・委員会は、インターネット中継と録画映像の配信を行います。ご利用ください。議会日程 中　継

賛否が分かれた案件 〇：賛成　 ×：反対　 欠：欠席

※会派名：社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団、孔志＝孔志会
※上記以外の案件は、全会一致で可決されました。陸田議員（孔志会）は議長であるため、採決に加わっていません。

会派名

案　件

議員名
シン・タガワ 社民党 孔志共産党 清風会 黎明会 清友会新風会
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梶
　原

賛
　
　成

反
　
　対

× × × 欠 欠 × 欠 欠 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 6

× × × 欠 欠 × 欠 欠 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 6

× × × 欠 欠 × 欠 欠 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 6

× × × 欠 欠 × 欠 欠 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 6

× × × 欠 欠 × 欠 欠 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 6

× × × 欠 欠 × 欠 欠 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 7 6

欠 欠 〇 〇 〇 × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 12 3

【議案第62号】
田川郡東部環境衛生施設組合から
の脱退について

【議案第64号】
田川地区清掃施設組合規約の変更
について

【議案第65号】
田川地区清掃施設組合の解散につ
いて

【議案第66号】
田川地区清掃施設組合の解散に伴
う財産処分について

【議案第67号】
田川地区広域環境衛生施設組合の
共同処理する事務の変更及び規約
の変更について

【議案第71号】
刑法等の一部を改正する法律の施
行に伴う関係条例の整理に関する
条例の制定について

【議案第63号】
田川郡東部環境衛生施設組合から
の田川郡川崎町、田川市、同郡糸田
町及び同郡福智町の脱退に伴う財
産処分について
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［委員会の名称］　総文：総務文教委員会、厚生：厚生委員会、建経：建設経済委員会

件　　　　　名 議決結果付託委員会議案
番号

件　　　　　名 議決結果付託委員会議案
番号

62 厚　　生 原案可決

厚　　生 原案可決

厚　　生 原案可決

総　　文 原案可決

厚　　生

厚　　生

厚　　生

原案可決

原案可決

原案可決

総文・厚生・建経

厚　　生

厚　　生

原案可決

原案可決

原案可決

建　　経

建　　経

建　　経

建　　経

－

総文・厚生・建経

厚　　生

総　　文

総　　文

建　　経

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

63

64

65

66

田川郡東部環境衛生施設組合からの脱退について

田川郡東部環境衛生施設組合からの田川郡川崎町、田川市、同郡糸田町
及び同郡福智町の脱退に伴う財産処分について

67
田川地区広域環境衛生施設組合の共同処理する事務の変更及び規約の変
更について

71
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
の制定について

80 田川市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

田川地区清掃施設組合規約の変更について

田川地区清掃施設組合の解散について

田川地区清掃施設組合の解散に伴う財産処分について

68

69

70

令和６年度田川市一般会計補正予算

令和６年度田川市国民健康保険特別会計補正予算

令和６年度田川市急患医療特別会計補正予算

81 財産の処分について（白鳥工業団地Ｋ区画）

72

73

74

75

76

77

78

79

工事請負契約の締結について（令和６年度向陽台団地橋梁上部工工事）

工事請負契約の変更について（令和５年度向陽台土壌汚染対策工事）

指定管理者の指定について（市営住宅及び汚水処理施設）

市道路線の変更について（川宮タウン３号線）

田川市固定資産評価審査委員会委員の選任について（植田洋一氏）

令和６年度田川市一般会計補正予算（人件費分）

令和６年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算（人件費分）

田川市職員の給与に関する条例等の一部改正について

詳しくは
４ページ

詳しくは
５ページ

市 長 提 出 議 案

市 長 提 出 議 案
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議会のおしらせ No.227 5 議会のおしらせ No.227 4

※ 議員ごとの賛否等は、3ページをご覧ください。

令和6年（第４回）１１月臨時会を開催しました
　令和６年９月定例会において、田川市郡８市町村で建設してきた新ごみ処理施設が令和７年４月から稼働
することに伴う一部事務組合の共同処理する事務の変更など６議案が否決。併せて、共同処理しようとする
事務のうち、新ごみ処理施設稼働に直接必要のない事務（許可権限など）には様々な問題があるため、これ
らを削除することについて、関係市町村長で再度協議することを決議（意思表示）しました。同年11月15
日に臨時会が招集され、９月定例会で否決した内容と同様の６議案が再度上程されました。

令和７年度に入学予定の身体的ケアが必要な児童の受け入れのため、小学校や放課後児童クラブ施設の改修を行うもの

委員会の映像➡厚生委員会 所属議員：佐藤、村𠮷、田守、永松、尾﨑、香月小学校施設維持管理経費
302万２千円

放課後児童健全育成事業費
169万３千円

令和６年度 一般会計補正予算
　12月補正予算では、新たに予算措置が必要となった事業が計上されました。歳入歳出ともに２億9,884万
４千円の増額となり、補正後の予算総額は359億1,990万１千円となりました。
　委員会における審査の一部を紹介します。

委員会の映像➡総務文教委員会 所属議員：今村、辻、佐々木、山野、梶原、小林

ここに注目
⒈ ９月定例会における議会の決議（意思表示）を踏まえた、関係町村長との協議経過
⒉ ９月定例会で指摘された事項に関する執行部の考え

物価高騰対策として、市内私立保育所に対し給食の材
料費を支援するもの

正しいごみの分別方法などに関するガイドブックを
作成、配布するための経費

子育てのための
施設等利用給付事業費 997万４千円

清掃総務一般経費
118万８千円

委員会の映像➡

本議会の映像➡

厚生委員会 所属議員：佐藤、村𠮷、田守、永松、尾﨑、香月

プロ野球選手による野
球教室などを開催し、
市の魅力を発信すると
ともに、本市のスポー
ツ施設利用促進のため、
プロ野球関係者などに
よる施設の改善アドバ
イスを受ける事業

シティプロモーション事業費
344万９千円

平成筑豊鉄道の資金不足に対し、追加支援を行うもの

公共交通網形成事業費
3,535万円

委員会の映像➡建設経済委員会 所属議員：石松、榊原、陸田、柿田、髙瀬、原田
委員会の映像➡
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可決議案第62号～第67号までの関連６議案は、賛成多数で、  　　　　 されました。

本会議での議論

採　決

本会議での議論

採　決

どのような改修を行うのか。また、今
後もその他の要望に対して改修工事を
予定しているのか。

質疑

洗濯用シンクやシャワーなどを整備す
る予定。保護者や学校長とも話し合っ
た上での工事内容であり、今のところ
は今回の改修で支援ができると考えて
いる。答弁

11 月から新たに導入された「かん専
用袋」が品薄で手に入らない。市はど
のように対応しているか。質疑

要望

○受けたアドバイスをもとに、実際に
施設の改善をしてほしい。
○野球だけでなく、他のスポーツも実
施してほしい。

追加支援はいつまで続くのか。
質疑

今のまま沿線市町村が赤字補填して鉄
道を維持するやり方であれば、支援が
なくなることはない。県に要請した法
定協議会が開催されれば、鉄道の維持
や支援の方法について検討が行われる
ことになる。

当分の間は、旧「かん・びん」の袋に
かんとびんを分けて入れていれば回収
するようにしている。答弁

⒈ ９月定例会における議会の決議（意思表示）を踏まえた、関係町村長との協議経過（執行部の説明）
○田川郡町村長会議などにおいて、田川郡の各町村間で、共同処理する事務の変更は一切修正しない方針で一
致したとの情報を得た。

○複数回、組合長に協議を申し入れた。11月1日には市長が組合長を直接訪問し協議を申し入れたが、組合長
からは、共同処理する事務の変更は既に田川郡の各町村で議決しているため、修正は行わない意向が示された。
○新ごみ処理施設を令和７年４月から稼働するためには、今後のスケジュールを踏まえ、11月15日までに田
川市として判断（議決）してほしいと、組合長に求められた。

⒉ ９月定例会で指摘された事項に関する執行部の考え
 指摘事項① ごみ処理に関すること…解釈の余地を残す曖昧な規定は改め、現状に即した文言に変更すべき。
→市町村長会議でこの運用について説明があった。今後、組合長、副組合長等の同意なく、運用が変えられる
ことはない。
 指摘事項② 一般廃棄物の収集及び運搬を業として行おうとする者の許可及び浄化槽清掃業の許可に関すること
…し尿等の地区割の見直しにより多くの市民が困惑しているため、ごみの収集運搬業の許可権限まで認める
ことができない。
→ごみの収集運搬業の許可権限が広域組合に移った後も、本市が委託して家庭ごみの収集運搬を行う運用が続
く限りは、し尿等のようなサービスの停滞や混乱は避けられる。
 指摘事項③ ごみ処理施設に附帯して整備するスポーツ施設等の管理運営に関すること…建設根拠や費用負担を
整理すべき。

→建設や維持管理の費用負担の情報提供を求めたが、回答はない状態。今後も情報提供を求めていく。

○議案が否決され、新ごみ処理施設が稼働できなく
なると、田川地域の全住民に多大な影響を及ぼす。
地域住民の生活を守り、安全安心に生活できる環
境を提供すべきである。（今村議員）

○本市も広域組合の構成自治体で、市長は副組合長
を務め、十分に事前協議された内容である。速やか
に施設稼働に向けて事務を進めるべき。（山野議員）
○非常に厳しいスケジュールの中で、滞りなく施設が
稼働できるよう関係町村と足並みを揃えるべき。
（佐々木議員）

賛　　　成

○新ごみ処理施設の稼働に反対はしていない。新ごみ
処理施設の４月稼働に必要なもののみ、共同処理す
る事務に定めればよい。直接関係のない事務は、諸
問題の解決後に必要な改正を行うべき。（柿田議員）
○9月定例会で指摘された問題が全く解決されてない。
市民生活に影響がでないよう、関係市町村長で再
度協議することを市議会として決議（意思表示）し
たが、協議すら応じない姿勢に疑問がある。新ごみ
処理施設が稼働できないことは絶対にあってはい
けない。組合長等の英断を求める。（村𠮷議員）

反　　　対

答弁

 田川地区広域環境衛生施設組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更について【議案第67号】

広報たがわ
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※ 議員ごとの賛否等は、3ページをご覧ください。

令和6年（第４回）１１月臨時会を開催しました
　令和６年９月定例会において、田川市郡８市町村で建設してきた新ごみ処理施設が令和７年４月から稼働
することに伴う一部事務組合の共同処理する事務の変更など６議案が否決。併せて、共同処理しようとする
事務のうち、新ごみ処理施設稼働に直接必要のない事務（許可権限など）には様々な問題があるため、これ
らを削除することについて、関係市町村長で再度協議することを決議（意思表示）しました。同年11月15
日に臨時会が招集され、９月定例会で否決した内容と同様の６議案が再度上程されました。

令和７年度に入学予定の身体的ケアが必要な児童の受け入れのため、小学校や放課後児童クラブ施設の改修を行うもの

委員会の映像➡厚生委員会 所属議員：佐藤、村𠮷、田守、永松、尾﨑、香月小学校施設維持管理経費
302万２千円

放課後児童健全育成事業費
169万３千円

令和６年度 一般会計補正予算
　12月補正予算では、新たに予算措置が必要となった事業が計上されました。歳入歳出ともに２億9,884万
４千円の増額となり、補正後の予算総額は359億1,990万１千円となりました。
　委員会における審査の一部を紹介します。

委員会の映像➡総務文教委員会 所属議員：今村、辻、佐々木、山野、梶原、小林

ここに注目
⒈ ９月定例会における議会の決議（意思表示）を踏まえた、関係町村長との協議経過
⒉ ９月定例会で指摘された事項に関する執行部の考え

物価高騰対策として、市内私立保育所に対し給食の材
料費を支援するもの

正しいごみの分別方法などに関するガイドブックを
作成、配布するための経費

子育てのための
施設等利用給付事業費 997万４千円

清掃総務一般経費
118万８千円

委員会の映像➡

本議会の映像➡

厚生委員会 所属議員：佐藤、村𠮷、田守、永松、尾﨑、香月

プロ野球選手による野
球教室などを開催し、
市の魅力を発信すると
ともに、本市のスポー
ツ施設利用促進のため、
プロ野球関係者などに
よる施設の改善アドバ
イスを受ける事業

シティプロモーション事業費
344万９千円

平成筑豊鉄道の資金不足に対し、追加支援を行うもの

公共交通網形成事業費
3,535万円

委員会の映像➡建設経済委員会 所属議員：石松、榊原、陸田、柿田、髙瀬、原田
委員会の映像➡
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可決議案第62号～第67号までの関連６議案は、賛成多数で、  　　　　 されました。

本会議での議論

採　決

本会議での議論

採　決

どのような改修を行うのか。また、今
後もその他の要望に対して改修工事を
予定しているのか。

質疑

洗濯用シンクやシャワーなどを整備す
る予定。保護者や学校長とも話し合っ
た上での工事内容であり、今のところ
は今回の改修で支援ができると考えて
いる。答弁

11 月から新たに導入された「かん専
用袋」が品薄で手に入らない。市はど
のように対応しているか。質疑

要望

○受けたアドバイスをもとに、実際に
施設の改善をしてほしい。
○野球だけでなく、他のスポーツも実
施してほしい。

追加支援はいつまで続くのか。
質疑

今のまま沿線市町村が赤字補填して鉄
道を維持するやり方であれば、支援が
なくなることはない。県に要請した法
定協議会が開催されれば、鉄道の維持
や支援の方法について検討が行われる
ことになる。

当分の間は、旧「かん・びん」の袋に
かんとびんを分けて入れていれば回収
するようにしている。答弁

⒈ ９月定例会における議会の決議（意思表示）を踏まえた、関係町村長との協議経過（執行部の説明）
○田川郡町村長会議などにおいて、田川郡の各町村間で、共同処理する事務の変更は一切修正しない方針で一
致したとの情報を得た。

○複数回、組合長に協議を申し入れた。11月1日には市長が組合長を直接訪問し協議を申し入れたが、組合長
からは、共同処理する事務の変更は既に田川郡の各町村で議決しているため、修正は行わない意向が示された。
○新ごみ処理施設を令和７年４月から稼働するためには、今後のスケジュールを踏まえ、11月15日までに田
川市として判断（議決）してほしいと、組合長に求められた。

⒉ ９月定例会で指摘された事項に関する執行部の考え
 指摘事項① ごみ処理に関すること…解釈の余地を残す曖昧な規定は改め、現状に即した文言に変更すべき。
→市町村長会議でこの運用について説明があった。今後、組合長、副組合長等の同意なく、運用が変えられる
ことはない。
 指摘事項② 一般廃棄物の収集及び運搬を業として行おうとする者の許可及び浄化槽清掃業の許可に関すること
…し尿等の地区割の見直しにより多くの市民が困惑しているため、ごみの収集運搬業の許可権限まで認める
ことができない。
→ごみの収集運搬業の許可権限が広域組合に移った後も、本市が委託して家庭ごみの収集運搬を行う運用が続
く限りは、し尿等のようなサービスの停滞や混乱は避けられる。
 指摘事項③ ごみ処理施設に附帯して整備するスポーツ施設等の管理運営に関すること…建設根拠や費用負担を
整理すべき。

→建設や維持管理の費用負担の情報提供を求めたが、回答はない状態。今後も情報提供を求めていく。

○議案が否決され、新ごみ処理施設が稼働できなく
なると、田川地域の全住民に多大な影響を及ぼす。
地域住民の生活を守り、安全安心に生活できる環
境を提供すべきである。（今村議員）

○本市も広域組合の構成自治体で、市長は副組合長
を務め、十分に事前協議された内容である。速やか
に施設稼働に向けて事務を進めるべき。（山野議員）
○非常に厳しいスケジュールの中で、滞りなく施設が
稼働できるよう関係町村と足並みを揃えるべき。
（佐々木議員）

賛　　　成

○新ごみ処理施設の稼働に反対はしていない。新ごみ
処理施設の４月稼働に必要なもののみ、共同処理す
る事務に定めればよい。直接関係のない事務は、諸
問題の解決後に必要な改正を行うべき。（柿田議員）
○9月定例会で指摘された問題が全く解決されてない。
市民生活に影響がでないよう、関係市町村長で再
度協議することを市議会として決議（意思表示）し
たが、協議すら応じない姿勢に疑問がある。新ごみ
処理施設が稼働できないことは絶対にあってはい
けない。組合長等の英断を求める。（村𠮷議員）

反　　　対

答弁

 田川地区広域環境衛生施設組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更について【議案第67号】

広報たがわ
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令和６年11月23日に議会報告会を開催し、日ごろの議会活動を報告しました。また、市民のみな
さんとの意見交換では、貴重なご意見を多数いただきました。いただいたご意見やご要望を、今後
の議会活動に活かしてまいります。お忙しい中ご参加いただき、ありがとうございました。
また、今回もたんぽぽ手話の会の方に手話通訳を行っていただきました。

令和６年11月15日の臨時会における新ごみ処理施設関連議案の議決の際に棄権した議員の考えを問う。

平成筑豊鉄道に、経営安定化補助金を出すのであれ
ば、その乗客数増加等の効果を追及するべきである。

なぜ本市議会だけが新ごみ処理施設に反対しているのか。市民のごみは行き場がなくなるのではない
か。反対した議員の考えを知りたい。 

新ごみ処理施設の運営について、構成団体間の会議の中で必要に応じてしっかり意見を述べ、市民が
不安を抱かないような運営を心がけてほしい。

９月定例会で当該議案を否決し、内容の修正を求
めたが、修正はされなかった。このまま議案を可
決すれば将来に大きな禍根を残すが、否決すれば、
令和７年４月からのごみ処理が滞ってしまうため、
苦渋の決断をしたもの。

みなさんからのご質問・ご意見・ご要望（抜粋）

田川後藤寺駅前開発や田川東高校跡地の活用はどうなっているのか。

市内の清掃美化をボランティアにたよるのではな
く、市の予算を確保してほしい。

令和６年４月からし尿収集運搬業者が突然変更されたが、市からは
何の説明もなかった。なぜ市は市民に説明をしなかったのか。

田川後藤寺駅前は、①市の財政状況がひっ迫するおそれがないという見通しが
立つこと、②駅前広場拡大に伴い、移転の対象となる全ての方の協力が確認で
きること、③駅前の県道拡幅について協力が得られること、の３つの条件がそ
ろわなければ、事業着手しないこととしており、現在は社会実験を実施している。
田川東高校跡地は、店舗の出店について一旦は契約の段階まで話が進んでい
たが、企業側が撤退し、それ以降は企業からの申し出がない。

し尿収集運搬業者の地区割を変更したのは、本市ではなく、田川地区広域
環境衛生施設組合であるため、組合が説明するべきもの。また、本市は同
年３月15日に地区割が変更になるという情報は得ていたが、その詳細な内
容は組合から提供されていなかったため把握できていなかった。

反対した議員は、新ごみ処理施設の稼働については一切反対していない。９月定
例会で、新ごみ処理施設の稼働に伴う田川地区広域環境衛生施設組合の規約変更
を含む６議案が上程されたが、その規約の中に、新ごみ処理施設を稼働させるた
めに直接関係のない許可権限などが含まれていた。この部分について、将来、市
民が不利益を被る可能性が否定できないことから、規約の内容について、再度関
係市町村長の協議調整を求めるために、関連議案に反対の意思表示をしたもの。

⬆当日の様子

［参加者総数　80人］

当日配布した資料や質疑応答の
内容は、ホームページに掲載し
ていますのでぜひご覧ください。

テーマ
　教育支援センター運営事業
内容：不登校対策関係機関や玖
珠町学びの多様化学校の視察
結果の報告

総務文教委員会
テーマ
　田川市立病院の経営状況
内容：令和５年度決算の概要と
今後の取り組み

厚生委員会
テーマ
　企業誘致・公共交通
内容：白鳥工業団地の企業誘致
の状況、平成筑豊鉄道やコミ
ュニティバスの現状

建設経済委員会

 議会報告会を開催しました
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委
員
会
か
ら
の
報
告

第15回

参加者の
年代

50代
（15.1％）

60代
（13.7％）
60代

（13.7％）

40代（2.7％）20代（1.4％）

70代
（50.7％）

80代
（16.4％）

説明がわかり
やすかったか

無回答
（17.8％）

わかり
にくかった
（8.2％）

満足
（24.7％）

不満
（24.7％）

無回答
（25.9％）
無回答
（25.9％）

議会活動に
満足して
いるか

わかり
やすかった
（56.2％）

どちらでも
ない
（17.8％）

わからない
（24.7％）

わかり
やすかった
（56.2％）

どちらでも
ない
（17.8％）

わからない
（24.7％）

議
決
結
果

臨
時
会
／
議
案
審
査

議
会
報
告
会

一
般
質
問

一
般
質
問

広報たがわ
R7. 3月号

広報たがわ
R7. 3月号
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一般質問 一般質問

議
決
結
果

臨
時
会
／
議
案
審
査

議
会
報
告
会

一
般
質
問

一
般
質
問

障
が
い
者
福
祉
施
策

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

今
村
　寿
人

孔
　
志
　
会

い
ま
む
ら

ひ
さ
ひ
と

録画映像

田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
の
発
出
文
書

東
部
組
合
が
令
和
６
年
10
月
10
日
付

で
市
内
の
各
区
長
宛
て
に
「
令
和
７

年
４
月
か
ら
の
新
ご
み
処
理
施
設
で
の
ご

み
受
入
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
」と
い
う
文
書
を
発
出
。そ
の
内
容
は
、

①
来
年
４
月
か
ら
ご
み
の
受
け
入
れ
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
断
定
し
、
市
民
の
不
安

を
あ
お
る
、②
関
連
議
案
に
反
対
し
た
市

議
会
議
員
10
人
を
列
記
し
、
批
判
す
る
、

③
市
長
の
政
治
姿
勢
に
不
明
な
点
が
多
々

あ
る
と
し
、
怠
慢
と
批
判
す
る
、④
こ
の

文
書
を
市
民
に
回
覧
す
る
よ
う
要
請
す
る

も
の
。
10
人
の
議
員
は
、
議
案
に
反
対
し

た
理
由
を
明
確
に
し
て
い
る
。
可
決
す
れ

ば
将
来
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な

る
た
め
、
一
旦
否
決
し
、
議
案
の
一
部
修

正
を
市
議
会
と
し
て
求
め
て
い
る
こ
と
に

は
触
れ
ず
、
根
拠
の
な
い
批
判
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
係
る
本
市
の
見

解
を
問
う
。

①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
関
連
議
案

の
否
決
を
も
っ
て
直
ち
に
「
来
年
４

月
か
ら
の
ご
み
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
く

な
っ
た
」
と
の
断
定
的
な
表
現
が
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
、②
議
案
に
反
対
し
た
議
員

名
を
列
記
し
て
い
る
こ
と
、③
市
民
へ
の

回
覧
を
求
め
て
い
る
こ
と
な
ど
、
行
政
機

関
が
発
出
す
る
文
書
と
し
て
、
い
か
が
な

も
の
か
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
よ
っ

て
、
区
長
会
理
事
会
や
記
者
会
見
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
内
容
は
適
切
で
な

い
と
説
明
を
し
た
。

学
校
内
の
通
信
速
度
の
低
下
に
よ
り

授
業
に
支
障
が
出
て
い
る
と
聞
く
。

一
日
も
早
く
解
決
し
て
ほ
し
い
。
現
状
と

課
題
及
び
改
善
策
に
つ
い
て
問
う
。

学
校
の
一
部
で
、
利
用
頻
度
が
増
え

た
こ
と
で
、
通
信
速
度
が
低
下
し
て

お
り
、
早
急
に
解
決
す
べ
き
課
題
と
捉
え

て
い
る
。
本
年
度
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

を
調
査
し
、
来
年
度
に
改
善
策
を
講
じ
る

予
定
で
あ
る
。

市
民
協
働
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

市
民
に
本
市
の
現
状
を
説
明
し
、
市

民
の
意
見
や
要
望
を
聞
く
た
め
の
市
政
報

告
会
の
開
催
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
と
の

対
話
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

公
約
に
基
づ
き
ガ
ラ
ス
張
り
の
市
政

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
観
点
か
ら

も
市
民
と
の
対
話
は
重
要
と
考
え
る
。
学

校
給
食
費
保
護
者
負
担
の
完
全
無
償
化
、

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
の
高
校
生
ま
で
拡

充
な
ど
、
本
年
度
か
ら
私
の
公
約
実
現
に

向
け
た
事
業
が
開
始
し
た
た
め
、
来
年
度

か
ら
市
政
を
報
告
し
、
意
見
交
換
を
行
う

場
を
設
け
る
準
備
を
し
て
い
る
。

▼
代
表
質
問

録画映像

録画映像

議
員

香
月
　隆
一

社
民
党
市
議
会
議
員
団

か
つ
き

り
ゅ
う
い
ち

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
推
進
す
る

た
め
、
移
動
支
援
事
業
の
拡
充
が
優

先
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
同
事
業
の
利
用

実
績
を
問
う
。

前
年
度
の
利
用
実
績
は
、
車
椅
子
ま

た
は
寝
た
き
り
の
方
を
対
象
に
市
郡

の
医
療
機
関
に
送
迎
す
る
「
移
送
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
が
５
人
、
重
度
視
覚
障
が
い
、

知
的
障
が
い
が
あ
る
方
を
対
象
に
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
社
会
参
加
等
の
外

出
支
援
を
行
う
「
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
が
11
人
。

本
市
は
「
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
に
つ
い
て
、
支
援
者
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
移
動
支
援
す
る
「
個
別
支
援

型
」
し
か
実
施
し
て
い
な
い
。
複
数
の
障

が
い
者
の
移
動
を
同
時
に
支
援
す
る
「
グ

ル
ー
プ
支
援
型
」
や
、
福
祉
バ
ス
等
車
両

の
巡
回
で
移
動
支
援
す
る「
車
両
移
送
型
」

に
つ
い
て
も
導
入
し
、
移
動
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

「
個
別
支
援
型
」
だ
け
で
は
、
障
が

い
者
の
ニ
ー
ズ
を
細
や
か
に
拾
う
こ

と
は
で
き
な
い
状
況
。
対
応
と
し
て
「
グ

ル
ー
プ
支
援
型
」
の
制
度
構
築
を
検
討
し

て
い
る
。
本
市
の
実
情
に
適
し
た
制
度
の

在
り
方
を
慎
重
に
研
究
・
検
討
し
た
い
。

丸
山
公
園
、
成
道
寺
公
園
、
市
道
桜

町
・
新
町
線
な
ど
、
管
理
が
行
き
届
い
て

い
な
い
。
管
理
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

３
施
設
の
草
刈
り
な
ど
の
委
託
料
は
、

令
和
３
年
度
は
約
６
４
０
万
円
、
同

５
年
度
は
約
３
５
０
万
円
と
、
年
々
減
少

傾
向
。
市
職
員
の
草
刈
り
を
増
や
し
て
い

る
が
、
作
業
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。
効

率
的
に
草
刈
り
を
行
う
ほ
か
、
雑
草
の
繁

茂
を
防
ぐ
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

以
前
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
に
よ
る
環
境
美
化
が
推
進
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
要
因
で
は
な
い
か
。
環
境

美
化
に
係
る
市
長
の
見
解
を
問
う
。

環
境
美
化
は
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
を

大
き
く
左
右
す
る
。
市
民
と
一
緒
に

環
境
美
化
に
取
り
組
め
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
美
し
い
田
川
を
目
指
し
た
い
。

今
後
の
小
学
校
の
水
泳
授
業
の
在
り

方
を
問
う
。

水
泳
授
業
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
天

候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

時
間
調
整
を
行
う
な
ど
、
予
定
し
た
時
数

を
実
施
で
き
る
よ
う
、
学
校
に
促
し
た
い
。

施
設
の
老
朽
化
、
維
持
管
理
費
の
増

加
等
の
課
題
が
あ
る
。
中
学
校
水
泳

授
業
は
民
間
委
託
し
て
い
る
。
ま
た
、
市

民
の
健
康
増
進
の
観
点
か
ら
も
、
市
営
の

温
水
プ
ー
ル
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

市
有
財
産
で
あ
る
土
地
を
処
分
す
る

場
合
、
の
り
面
等
の
残
地
処
分
の
一

般
的
な
在
り
方
を
問
う
。

必
要
で
あ
れ
ば
土
地
の
地
積
更
正
登

記
、
分
筆
登
記
を
行
っ
た
上
で
境
界

を
確
定
さ
せ
た
後
、
一
画
の
土
地
を
構
成

す
る
敷
地
全
体
で
売
り
払
う
こ
と
と
し
て

い
る
。昭

和
団
地
Ｂ
区
画
は
、
の
り
面
の
一

部
を
残
し
て
売
却
し
て
い
る
。
そ
の

理
由
を
問
う
。

当
該
の
り
面
を
売
却
す
る
た
め
に
は
、

土
地
所
有
者
や
利
害
関
係
者
の
立
会

い
や
分
筆
登
記
等
に
か
な
り
の
時
間
と
経

費
等
が
必
要
で
あ
り
、
後
年
実
施
さ
れ
る

国
土
調
査
を
利
用
す
る
こ
と
で
市
の
負
担

も
軽
減
さ
れ
る
た
め
。
ま
た
、
当
時
、
土

地
所
有
者
や
利
害
関
係
者
の
同
意
が
得
ら

れ
ず
分
筆
登
記
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

当
該
の
り
面
を
売
却
範
囲
か
ら
除
い
た
。

筆
界
特
定
制
度
の
活
用
を
検
討
し
た

の
か
問
う
。

同
制
度
は
、
裁
判
を
経
ず
に
筆
界
の

問
題
を
解
消
す
る
国
の
制
度
で
あ
る

が
、
土
地
の
所
有
権
を
特
定
す
る
も
の
で

な
く
、
結
果
に
納
得
し
な
い
場
合
は
裁
判

を
行
う
こ
と
と
な
る
と
い
っ
た
課
題
も
あ

る
た
め
、
当
時
は
検
討
し
て
い
な
い
。

当
該
土
地
の
の
り
面
の
一
部
に
防
草

シ
ー
ト
の
敷
設
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

昭
和
団
地
南
側
Ｂ
区
画
の
処
分

工
事
範
囲
に
は
、
市
有
地
と
し
て
残
っ
た

残
地
と
、
事
業
者
に
売
却
で
き
た
の
り
面

の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
ぜ
本
市
が

防
草
シ
ー
ト
敷
設
工
事
を
行
っ
た
の
か
。

当
該
土
地
処
分
の
際
の
評
価
は
、
土

地
の
瑕
疵
（
か
し
）
を
解
消
し
て
行

わ
れ
た
た
め
、
瑕
疵
を
取
り
除
く
た
め
に

工
事
を
行
っ
た
。
ま
た
、
市
有
地
と
し
て

残
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
市
が
維
持
管

理
を
行
う
上
で
、
毎
年
草
刈
り
を
行
う
よ

り
も
、
金
額
・
手
間
の
部
分
で
防
草
シ
ー

ト
敷
設
工
事
を
行
っ
た
方
が
よ
い
と
の
判

断
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
維
持
管
理
を
考
え
る
と
、
土

地
の
整
備
を
行
っ
て
事
業
者
に
売
却

す
る
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

今
後
、
筆
界
特
定
制
度
の
活
用
も
念

頭
に
、
費
用
対
効
果
も
踏
ま
え
た
上

で
、
当
該
土
地
の
整
理
を
行
い
、
処
分
で

き
る
よ
う
な
状
態
に
し
た
後
に
事
業
者
に

売
却
し
て
い
き
た
い
。

市
有
財
産
の
管
理
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
常
に
良
好
な
状
態
で
管
理
し
、

所
有
の
目
的
に
応
じ
て
最
も
効
率
的
に
運

用
す
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
財
政
の
健
全

性
確
保
の
た
め
に
、
本
市
の
管
理
運
営
の

基
本
原
則
に
従
っ
て
行
う
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
。
市
有
財
産
の
処
分
や
予
算
の
執

行
に
当
た
っ
て
は
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

小
学
校
の
水
泳
授
業

環
境
美
化

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

小
林
　義
憲

新
　
風
　
会

こ
ば
や
し

よ
し
の
り

移
住・定
住
施
策

本
市
の
移
住
・
定
住
の
状
況
や
施
策

を
問
う
。
ま
た
、
関
係
人
口
を
増
加

さ
せ
る
取
り
組
み
を
問
う
。

転
入
か
ら
転
出
を
引
い
た
社
会
増
減

は
、
令
和
４
年
度
以
降
は
増
で
あ
る
。

保
育
料
の
完
全
無
償
化
、
小
中
学
校
の
給

食
費
無
償
化
、
子
ど
も
医
療
費
無
償
化
の

高
校
生
世
代
ま
で
拡
充
、
宅
地
販
売
や
住

宅
改
修
工
事
費
の
助
成
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
県
が
実
施
す
る
地
域
伝
統

行
事
お
助
け
隊
を
活
用
し
た
川
渡
り
神
幸

祭
の
み
こ
し
の
担
ぎ
手
募
集
な
ど
、
関
係

人
口
増
加
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

川
渡
り
神
幸
祭
の
み
こ
し
の
担
ぎ
手

募
集
は
、
本
市
の
強
み
を
生
か
し
た

取
り
組
み
で
あ
り
、
交
流
人
口
か
ら
関
係

人
口
に
変
わ
っ
て
い
く
好
例
で
あ
る
。
住

み
や
す
さ
の
向
上
に
加
え
、
地
域
の
人
が

つ
な
が
り
、
地
域
外
の
人
と
も
つ
な
が
る

仕
掛
け
を
民
間
と
も
連
携
し
て
進
め
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
移
住
者
の
住
居
と
空
き
家

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
両
者
の
課
題
を
解
消

で
き
る
方
法
を
模
索
で
き
な
い
か
と
考
え

る
。
市
内
の
空
き
家
の
解
消
を
図
り
な
が

ら
移
住
・
定
住
を
推
進
す
る
施
策
を
問
う
。

本
市
の
空
き
家
総
数
５
４
１
０
戸
の

う
ち
、
賃
貸
、
売
却
等
の
使
用
目
的

が
な
い
空
き
家
は
１
４
１
１
戸
。
住
宅
改

修
工
事
補
助
金
制
度
を
設
け
て
お
り
、
市

内
業
者
が
工
事
す
る
場
合
、
経
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
る
。
本
年
度
か
ら
転
入
後

に
市
内
で
親
子
が
同
居
・
近
居
と
な
る
場

合
は
、
10
万
円
を
加
算
し
て
い
る
。

移
住
者
は
、
ま
ず
住
む
家
を
見
つ
け

る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
空
き
家
バ

ン
ク
の
登
録
状
況
と
制
度
の
課
題
を
問
う
。

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
件
数
は
４
件
。

物
件
の
所
有
者
等
は
高
齢
者
が
多
く
、

制
度
の
認
知
度
が
低
い
。
今
後
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
、
物
件
の

掘
り
起
こ
し
、
制
度
充
実
を
図
り
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域
に
な

い
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
を
呼
び
込

め
る
。
成
功
事
例
を
参
考
に
任
用
数
を
増

や
し
定
着
さ
せ
て
ほ
し
い
。
見
解
を
問
う
。

現
在
、
隊
員
１
名
を
任
用
し
、
市
立

図
書
館
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
発
掘
・
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
任

期
中
に
定
住
に
向
け
た
準
備
が
で
き
る
よ

う
な
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
、
高
齢
者
の
孤

立
・
孤
独
対
策
に
お
い
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
役
割
は
大
き
い
が
、
自

治
会
へ
の
加
入
率
は
低
下
し
て
い
る
。
自

治
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
会
議
体
を
設
置

す
る
な
ど
、
住
民
も
含
め
て
議
論
す
る
場

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

今
後
も
、
区
長
会
と
連
携
し
て
検
討

会
を
設
置
し
、
協
議
さ
れ
た
課
題
を

調
査
研
究
し
て
い
く
。

学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

市
民
と
の
対
話

録画映像

▼
代
表
質
問

議
員

辻
　
　智
之

シ
ン・タ
ガ
ワ

つ
じ

と
も
ゆ
き
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一般質問 一般質問

議
決
結
果

臨
時
会
／
議
案
審
査

議
会
報
告
会

一
般
質
問

一
般
質
問

障
が
い
者
福
祉
施
策

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

今
村
　寿
人

孔
　
志
　
会

い
ま
む
ら

ひ
さ
ひ
と

録画映像

田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
の
発
出
文
書

東
部
組
合
が
令
和
６
年
10
月
10
日
付

で
市
内
の
各
区
長
宛
て
に
「
令
和
７

年
４
月
か
ら
の
新
ご
み
処
理
施
設
で
の
ご

み
受
入
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
」と
い
う
文
書
を
発
出
。そ
の
内
容
は
、

①
来
年
４
月
か
ら
ご
み
の
受
け
入
れ
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
断
定
し
、
市
民
の
不
安

を
あ
お
る
、②
関
連
議
案
に
反
対
し
た
市

議
会
議
員
10
人
を
列
記
し
、
批
判
す
る
、

③
市
長
の
政
治
姿
勢
に
不
明
な
点
が
多
々

あ
る
と
し
、
怠
慢
と
批
判
す
る
、④
こ
の

文
書
を
市
民
に
回
覧
す
る
よ
う
要
請
す
る

も
の
。
10
人
の
議
員
は
、
議
案
に
反
対
し

た
理
由
を
明
確
に
し
て
い
る
。
可
決
す
れ

ば
将
来
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な

る
た
め
、
一
旦
否
決
し
、
議
案
の
一
部
修

正
を
市
議
会
と
し
て
求
め
て
い
る
こ
と
に

は
触
れ
ず
、
根
拠
の
な
い
批
判
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
こ
の
文
書
に
係
る
本
市
の
見

解
を
問
う
。

①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
関
連
議
案

の
否
決
を
も
っ
て
直
ち
に
「
来
年
４

月
か
ら
の
ご
み
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
く

な
っ
た
」
と
の
断
定
的
な
表
現
が
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
、②
議
案
に
反
対
し
た
議
員

名
を
列
記
し
て
い
る
こ
と
、③
市
民
へ
の

回
覧
を
求
め
て
い
る
こ
と
な
ど
、
行
政
機

関
が
発
出
す
る
文
書
と
し
て
、
い
か
が
な

も
の
か
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
よ
っ

て
、
区
長
会
理
事
会
や
記
者
会
見
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
内
容
は
適
切
で
な

い
と
説
明
を
し
た
。

学
校
内
の
通
信
速
度
の
低
下
に
よ
り

授
業
に
支
障
が
出
て
い
る
と
聞
く
。

一
日
も
早
く
解
決
し
て
ほ
し
い
。
現
状
と

課
題
及
び
改
善
策
に
つ
い
て
問
う
。

学
校
の
一
部
で
、
利
用
頻
度
が
増
え

た
こ
と
で
、
通
信
速
度
が
低
下
し
て

お
り
、
早
急
に
解
決
す
べ
き
課
題
と
捉
え

て
い
る
。
本
年
度
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

を
調
査
し
、
来
年
度
に
改
善
策
を
講
じ
る

予
定
で
あ
る
。

市
民
協
働
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

市
民
に
本
市
の
現
状
を
説
明
し
、
市

民
の
意
見
や
要
望
を
聞
く
た
め
の
市
政
報

告
会
の
開
催
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
と
の

対
話
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

公
約
に
基
づ
き
ガ
ラ
ス
張
り
の
市
政

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
観
点
か
ら

も
市
民
と
の
対
話
は
重
要
と
考
え
る
。
学

校
給
食
費
保
護
者
負
担
の
完
全
無
償
化
、

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
の
高
校
生
ま
で
拡

充
な
ど
、
本
年
度
か
ら
私
の
公
約
実
現
に

向
け
た
事
業
が
開
始
し
た
た
め
、
来
年
度

か
ら
市
政
を
報
告
し
、
意
見
交
換
を
行
う

場
を
設
け
る
準
備
を
し
て
い
る
。

▼
代
表
質
問

録画映像

録画映像

議
員

香
月
　隆
一

社
民
党
市
議
会
議
員
団

か
つ
き

り
ゅ
う
い
ち

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
推
進
す
る

た
め
、
移
動
支
援
事
業
の
拡
充
が
優

先
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
同
事
業
の
利
用

実
績
を
問
う
。

前
年
度
の
利
用
実
績
は
、
車
椅
子
ま

た
は
寝
た
き
り
の
方
を
対
象
に
市
郡

の
医
療
機
関
に
送
迎
す
る
「
移
送
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
が
５
人
、
重
度
視
覚
障
が
い
、

知
的
障
が
い
が
あ
る
方
を
対
象
に
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
社
会
参
加
等
の
外

出
支
援
を
行
う
「
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
が
11
人
。

本
市
は
「
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
に
つ
い
て
、
支
援
者
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
移
動
支
援
す
る
「
個
別
支
援

型
」
し
か
実
施
し
て
い
な
い
。
複
数
の
障

が
い
者
の
移
動
を
同
時
に
支
援
す
る
「
グ

ル
ー
プ
支
援
型
」
や
、
福
祉
バ
ス
等
車
両

の
巡
回
で
移
動
支
援
す
る「
車
両
移
送
型
」

に
つ
い
て
も
導
入
し
、
移
動
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

「
個
別
支
援
型
」
だ
け
で
は
、
障
が

い
者
の
ニ
ー
ズ
を
細
や
か
に
拾
う
こ

と
は
で
き
な
い
状
況
。
対
応
と
し
て
「
グ

ル
ー
プ
支
援
型
」
の
制
度
構
築
を
検
討
し

て
い
る
。
本
市
の
実
情
に
適
し
た
制
度
の

在
り
方
を
慎
重
に
研
究
・
検
討
し
た
い
。

丸
山
公
園
、
成
道
寺
公
園
、
市
道
桜

町
・
新
町
線
な
ど
、
管
理
が
行
き
届
い
て

い
な
い
。
管
理
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

３
施
設
の
草
刈
り
な
ど
の
委
託
料
は
、

令
和
３
年
度
は
約
６
４
０
万
円
、
同

５
年
度
は
約
３
５
０
万
円
と
、
年
々
減
少

傾
向
。
市
職
員
の
草
刈
り
を
増
や
し
て
い

る
が
、
作
業
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。
効

率
的
に
草
刈
り
を
行
う
ほ
か
、
雑
草
の
繁

茂
を
防
ぐ
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

以
前
の
よ
う
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
に
よ
る
環
境
美
化
が
推
進
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
も
要
因
で
は
な
い
か
。
環
境

美
化
に
係
る
市
長
の
見
解
を
問
う
。

環
境
美
化
は
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
を

大
き
く
左
右
す
る
。
市
民
と
一
緒
に

環
境
美
化
に
取
り
組
め
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
美
し
い
田
川
を
目
指
し
た
い
。

今
後
の
小
学
校
の
水
泳
授
業
の
在
り

方
を
問
う
。

水
泳
授
業
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
天

候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

時
間
調
整
を
行
う
な
ど
、
予
定
し
た
時
数

を
実
施
で
き
る
よ
う
、
学
校
に
促
し
た
い
。

施
設
の
老
朽
化
、
維
持
管
理
費
の
増

加
等
の
課
題
が
あ
る
。
中
学
校
水
泳

授
業
は
民
間
委
託
し
て
い
る
。
ま
た
、
市

民
の
健
康
増
進
の
観
点
か
ら
も
、
市
営
の

温
水
プ
ー
ル
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

市
有
財
産
で
あ
る
土
地
を
処
分
す
る

場
合
、
の
り
面
等
の
残
地
処
分
の
一

般
的
な
在
り
方
を
問
う
。

必
要
で
あ
れ
ば
土
地
の
地
積
更
正
登

記
、
分
筆
登
記
を
行
っ
た
上
で
境
界

を
確
定
さ
せ
た
後
、
一
画
の
土
地
を
構
成

す
る
敷
地
全
体
で
売
り
払
う
こ
と
と
し
て

い
る
。昭

和
団
地
Ｂ
区
画
は
、
の
り
面
の
一

部
を
残
し
て
売
却
し
て
い
る
。
そ
の

理
由
を
問
う
。

当
該
の
り
面
を
売
却
す
る
た
め
に
は
、

土
地
所
有
者
や
利
害
関
係
者
の
立
会

い
や
分
筆
登
記
等
に
か
な
り
の
時
間
と
経

費
等
が
必
要
で
あ
り
、
後
年
実
施
さ
れ
る

国
土
調
査
を
利
用
す
る
こ
と
で
市
の
負
担

も
軽
減
さ
れ
る
た
め
。
ま
た
、
当
時
、
土

地
所
有
者
や
利
害
関
係
者
の
同
意
が
得
ら

れ
ず
分
筆
登
記
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

当
該
の
り
面
を
売
却
範
囲
か
ら
除
い
た
。

筆
界
特
定
制
度
の
活
用
を
検
討
し
た

の
か
問
う
。

同
制
度
は
、
裁
判
を
経
ず
に
筆
界
の

問
題
を
解
消
す
る
国
の
制
度
で
あ
る

が
、
土
地
の
所
有
権
を
特
定
す
る
も
の
で

な
く
、
結
果
に
納
得
し
な
い
場
合
は
裁
判

を
行
う
こ
と
と
な
る
と
い
っ
た
課
題
も
あ

る
た
め
、
当
時
は
検
討
し
て
い
な
い
。

当
該
土
地
の
の
り
面
の
一
部
に
防
草

シ
ー
ト
の
敷
設
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

昭
和
団
地
南
側
Ｂ
区
画
の
処
分

工
事
範
囲
に
は
、
市
有
地
と
し
て
残
っ
た

残
地
と
、
事
業
者
に
売
却
で
き
た
の
り
面

の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
ぜ
本
市
が

防
草
シ
ー
ト
敷
設
工
事
を
行
っ
た
の
か
。

当
該
土
地
処
分
の
際
の
評
価
は
、
土

地
の
瑕
疵
（
か
し
）
を
解
消
し
て
行

わ
れ
た
た
め
、
瑕
疵
を
取
り
除
く
た
め
に

工
事
を
行
っ
た
。
ま
た
、
市
有
地
と
し
て

残
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
市
が
維
持
管

理
を
行
う
上
で
、
毎
年
草
刈
り
を
行
う
よ

り
も
、
金
額
・
手
間
の
部
分
で
防
草
シ
ー

ト
敷
設
工
事
を
行
っ
た
方
が
よ
い
と
の
判

断
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
維
持
管
理
を
考
え
る
と
、
土

地
の
整
備
を
行
っ
て
事
業
者
に
売
却

す
る
べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
問
う
。

今
後
、
筆
界
特
定
制
度
の
活
用
も
念

頭
に
、
費
用
対
効
果
も
踏
ま
え
た
上

で
、
当
該
土
地
の
整
理
を
行
い
、
処
分
で

き
る
よ
う
な
状
態
に
し
た
後
に
事
業
者
に

売
却
し
て
い
き
た
い
。

市
有
財
産
の
管
理
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
常
に
良
好
な
状
態
で
管
理
し
、

所
有
の
目
的
に
応
じ
て
最
も
効
率
的
に
運

用
す
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
財
政
の
健
全

性
確
保
の
た
め
に
、
本
市
の
管
理
運
営
の

基
本
原
則
に
従
っ
て
行
う
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
。
市
有
財
産
の
処
分
や
予
算
の
執

行
に
当
た
っ
て
は
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

小
学
校
の
水
泳
授
業

環
境
美
化

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

小
林
　義
憲

新
　
風
　
会

こ
ば
や
し

よ
し
の
り

移
住・定
住
施
策

本
市
の
移
住
・
定
住
の
状
況
や
施
策

を
問
う
。
ま
た
、
関
係
人
口
を
増
加

さ
せ
る
取
り
組
み
を
問
う
。

転
入
か
ら
転
出
を
引
い
た
社
会
増
減

は
、
令
和
４
年
度
以
降
は
増
で
あ
る
。

保
育
料
の
完
全
無
償
化
、
小
中
学
校
の
給

食
費
無
償
化
、
子
ど
も
医
療
費
無
償
化
の

高
校
生
世
代
ま
で
拡
充
、
宅
地
販
売
や
住

宅
改
修
工
事
費
の
助
成
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
県
が
実
施
す
る
地
域
伝
統

行
事
お
助
け
隊
を
活
用
し
た
川
渡
り
神
幸

祭
の
み
こ
し
の
担
ぎ
手
募
集
な
ど
、
関
係

人
口
増
加
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

川
渡
り
神
幸
祭
の
み
こ
し
の
担
ぎ
手

募
集
は
、
本
市
の
強
み
を
生
か
し
た

取
り
組
み
で
あ
り
、
交
流
人
口
か
ら
関
係

人
口
に
変
わ
っ
て
い
く
好
例
で
あ
る
。
住

み
や
す
さ
の
向
上
に
加
え
、
地
域
の
人
が

つ
な
が
り
、
地
域
外
の
人
と
も
つ
な
が
る

仕
掛
け
を
民
間
と
も
連
携
し
て
進
め
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
移
住
者
の
住
居
と
空
き
家

を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
両
者
の
課
題
を
解
消

で
き
る
方
法
を
模
索
で
き
な
い
か
と
考
え

る
。
市
内
の
空
き
家
の
解
消
を
図
り
な
が

ら
移
住
・
定
住
を
推
進
す
る
施
策
を
問
う
。

本
市
の
空
き
家
総
数
５
４
１
０
戸
の

う
ち
、
賃
貸
、
売
却
等
の
使
用
目
的

が
な
い
空
き
家
は
１
４
１
１
戸
。
住
宅
改

修
工
事
補
助
金
制
度
を
設
け
て
お
り
、
市

内
業
者
が
工
事
す
る
場
合
、
経
費
の
一
部

を
補
助
し
て
い
る
。
本
年
度
か
ら
転
入
後

に
市
内
で
親
子
が
同
居
・
近
居
と
な
る
場

合
は
、
10
万
円
を
加
算
し
て
い
る
。

移
住
者
は
、
ま
ず
住
む
家
を
見
つ
け

る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
空
き
家
バ

ン
ク
の
登
録
状
況
と
制
度
の
課
題
を
問
う
。

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
件
数
は
４
件
。

物
件
の
所
有
者
等
は
高
齢
者
が
多
く
、

制
度
の
認
知
度
が
低
い
。
今
後
、
空
き
家

バ
ン
ク
の
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
、
物
件
の

掘
り
起
こ
し
、
制
度
充
実
を
図
り
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域
に
な

い
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
を
呼
び
込

め
る
。
成
功
事
例
を
参
考
に
任
用
数
を
増

や
し
定
着
さ
せ
て
ほ
し
い
。
見
解
を
問
う
。

現
在
、
隊
員
１
名
を
任
用
し
、
市
立

図
書
館
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
発
掘
・
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
任

期
中
に
定
住
に
向
け
た
準
備
が
で
き
る
よ

う
な
サ
ポ
ー
ト
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
、
高
齢
者
の
孤

立
・
孤
独
対
策
に
お
い
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
役
割
は
大
き
い
が
、
自

治
会
へ
の
加
入
率
は
低
下
し
て
い
る
。
自

治
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
会
議
体
を
設
置

す
る
な
ど
、
住
民
も
含
め
て
議
論
す
る
場

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

今
後
も
、
区
長
会
と
連
携
し
て
検
討

会
を
設
置
し
、
協
議
さ
れ
た
課
題
を

調
査
研
究
し
て
い
く
。

学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

市
民
と
の
対
話

録画映像
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シ
ン・タ
ガ
ワ

つ
じ

と
も
ゆ
き
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決
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議
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問

学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

山
野
　義
人

黎
　明
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や
ま
の

よ
し
ひ
と
▼
代
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質
問

議
員

録画映像

議会のおしらせ No.227 11 議会のおしらせ No.227 10

令
和
６
年
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
つ
い
て
、
本
市
の
結
果
を
問
う
。

全
国
平
均
と
比
較
す
る
と
、
小
学
６

年
生
は
国
語
93
・
１
％
、
算
数
91
・

５
％
、
中
学
３
年
生
は
国
語
84
・
３
％
、

数
学
64
・
８
％
。
令
和
元
年
度
以
降
、
小

学
６
年
生
は
国
語
95
％
前
後
、
算
数
93
％

前
後
を
推
移
、
中
学
３
年
生
の
国
語
・
数

学
は
、
全
国
平
均
と
の
差
が
開
い
て
い
る
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

は
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

学
力
向
上
は
本
市
の
課
題
で
あ
る
。

①
教
職
員
の
指
導
力
向
上
、
指
導
内

容
や
指
導
方
法
の
改
善
を
図
る
研
修
、②

学
校
の
改
善
計
画
や
取
り
組
み
に
対
し
、

必
要
な
指
導
や
助
言
、③
優
れ
た
取
り
組

み
の
周
知
に
努
め
、
学
習
指
導
や
家
庭
学

習
習
慣
の
改
善
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る

な
ど
学
力
向
上
の
た
め
に
努
力
し
た
い
。

学
力
向
上
に
は
、
よ
り
具
体
的
か
つ

効
果
的
な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

教
育
委
員
会
の
見
解
を
問
う
。

引
き
続
き「
徹
底
反
復
学
習
」、「
主
体

的
な
学
び
に
向
か
う
授
業
づ
く
り
」、

「
家
庭
学
習
の
充
実
」
を
軸
に
、
各
校
の

効
果
あ
る
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

中
学
校
で
は
、
本
年
度
か
ら
福
岡
教
育
大

学
教
授
に
指
導
し
て
も
ら
い
、
仲
間
と
の

対
話
を
必
然
と
し
た
「
協
同
学
び
」
を
取

り
入
れ
た
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

だ
課
題
は
多
い
が
、
全
小
中
学
校
一
体
と

な
っ
て
学
力
向
上
に
努
め
た
い
。

小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
教
科
担
任

制
は
、
担
任
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
実
施
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
４
年
度
か
ら
全
国
の
公
立
小
学

校
高
学
年
で
導
入
が
開
始
さ
れ
、
外

国
語
・
理
科
・
算
数
・
体
育
の
４
教
科
を

中
心
に
実
施
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
。
本

市
で
は
、
完
全
な
教
科
担
任
制
で
は
な
い

が
、
外
国
語
と
理
科
の
教
員
を
配
置
し
て
、

５
・
６
年
生
の
授
業
を
担
っ
て
い
る
。
教

科
担
任
制
は
、
担
任
の
負
担
軽
減
等
に
つ

な
が
り
、
大
変
有
意
義
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
県
に
対
し
、
教
科
担
任
制
導
入
の
た

め
の
加
配
を
要
求
し
て
い
き
た
い
。

学
校
が
抱
え
る
多
く
の
課
題
に
対
応

し
、
円
滑
に
学
校
を
運
営
す
る
た
め

教
頭
の
複
数
配
置
が
有
効
だ
と
考
え
る
。

市
独
自
の
施
策
と
し
て
実
施
で
き
な
い
か
。

教
頭
の
複
数
配
置
は
、
大
規
模
校
に

限
ら
れ
て
い
る
た
め
実
現
は
難
し
く
、

市
独
自
で
の
配
置
も
難
し
い
。

本
市
の
未
来
を
考
え
た
と
き
、
学
校

教
育
は
重
要
で
あ
る
。
予
算
の
重
点

配
分
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

必
要
な
予
算
は
、
教
育
委
員
会
と
緊

密
に
連
携
し
て
検
討
し
て
い
く
。
最 

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
出
る
よ
う
予

算
を
措
置
し
た
い
。

録画映像

録画映像

マ
イ
ナ
保
険
証

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
は
、
現
行

の
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
は
停
止

さ
れ
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を

行
っ
て
い
な
い
方
の
受
診
方
法
を
問
う
。

国
民
健
康
保
険
や
福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
で
は
、
最
長
で
令
和
７

年
７
月
31
日
ま
で
使
用
で
き
る
保
険
証
を

発
行
し
て
い
る
。
そ
の
有
効
期
限
ま
で
は
、

従
来
の
保
険
証
で
受
診
で
き
る
。

従
来
の
保
険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ

た
後
の
受
診
方
法
を
問
う
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
方

は
、
本
人
の
申
請
に
よ
ら
ず
、
有
効

期
限
前
に
郵
送
す
る
資
格
確
認
書
で
受
診

で
き
る
。

令
和
６
年
10
月
28
日
か
ら
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
登
録
を
解
除
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
手
続
き
を
問
う
。

市
民
課
保
険
係
の
窓
口
で
、
運
転
免

許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

を
提
示
し
、
解
除
申
請
す
る
。
委
任
状
が

あ
れ
ば
、
代
理
申
請
も
で
き
る
。
ま
た
、

解
除
申
請
時
に
有
効
期
間
内
の
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
資
格
確
認
書
の
交

付
を
受
け
ら
れ
る
。

就
学
援
助
費
の
う
ち
修
学
旅
行
費
は
、

本
市
が
支
給
す
る
基
準
額
で
は
不
足

し
、
自
己
負
担
額
が
発
生
し
て
い
る
。
そ

の
実
態
に
つ
い
て
問
う
。

物
価
上
昇
の
影
響
で
、
修
学
旅
行
経

費
も
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
本
年

度
の
就
学
援
助
費
を
国
の
単
価
と
同
額
に

引
き
上
げ
た
。
こ
の
額
の
範
囲
で
実
施
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
が
、
市
内
６
校
で
平

均
１
６
１
３
円
の
自
己
負
担
が
生
じ
た
。

年
間
約
40
万
円
予
算
を
増
額
す
れ
ば
、

こ
の
自
己
負
担
額
が
解
消
さ
れ
る
。

来
年
度
以
降
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

義
務
教
育
に
係
る
就
学
援
助
は
国
の

負
担
で
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

た
め
、
市
長
会
等
を
通
じ
、
国
に
予
算
単

価
の
増
額
を
要
望
し
た
い
。

本
市
在
住
の
外
国
人
の
人
数
を
問
う
。

令
和
６
年
10
月
末
現
在
、
外
国
人
住

民
は
１
１
７
６
人
で
、
国
籍
別
で
は
、

26
の
国
と
地
域
で
あ
る
。

地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
生
活
面

で
の
困
り
事
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民

や
外
国
人
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
を

市
役
所
内
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

多
国
籍
化
、
複
雑
化
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
外
国
人
の
生
活
相
談
な
ど

に
備
え
、
本
市
で
も
相
談
窓
口
の
設
置
を

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
、
相
談
・
解
決
に
向

け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
備
し
た
い
。

就
学
援
助
費

外
国
人
の
相
談
窓
口
設
置

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

柿
田
　孝
子

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

か
き
た

た
か
こ

特
別
支
援
教
育

▼
個
人
質
問

議
員

石
松
　和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

い
し
ま
つ

か
ず
ゆ
き

学
び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対
策

小
中
学
校
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員

配
置
基
準
の
検
討
状
況
を
問
う
。

詳
細
な
配
置
基
準
は
設
け
ず
、
学
校

の
実
情
に
応
じ
て
配
置
す
る
こ
と
と

し
た
。
児
童
生
徒
の
特
性
等
と
学
校
現
場

の
要
望
を
考
慮
し
、
配
置
を
決
定
し
た
い
。

特
別
支
援
学
級
は
市
内
に
計
50
ク
ラ

ス
あ
り
、
支
援
員
の
配
置
は
計
27
人

で
あ
る
。
各
ク
ラ
ス
に
１
人
の
支
援
員
が

配
置
さ
れ
て
い
な
い
理
由
を
問
う
。

特
別
支
援
学
級
は
、
１
ク
ラ
ス
の
人

数
を
最
大
８
人
と
し
、
１
人
の
正
規

担
任
を
配
置
。
少
人
数
の
中
で
も
更
に
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
い
る
な
ど

の
事
情
を
考
慮
し
、
支
援
員
を
配
置
し
て

い
る
。
各
ク
ラ
ス
に
支
援
員
を
１
人
ず
つ

配
置
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

支
援
員
の
勤
務
時
間
は
、
一
日
当
た

り
４
時
間
ま
た
は
６
時
間
で
あ
り
、

学
校
現
場
か
ら
児
童
生
徒
が
学
校
に
い
る

時
間
帯
は
支
援
員
を
配
置
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
る
。
支
援
員
の
配
置
基
準
を

明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

配
置
基
準
を
定
め
た
場
合
、
支
援
員

を
機
械
的
に
配
置
で
き
る
一
方
、
配

置
基
準
が
制
限
と
な
り
、
重
点
的
な
配
置

が
で
き
な
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ

る
。
配
置
基
準
が
な
い
こ
と
で
支
援
が
不

十
分
と
な
ら
な
い
よ
う
、
学
校
の
実
情
を

把
握
し
配
置
し
て
い
き
た
い
。

配
置
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

市
長
部
局
に
予
算
要
求
す
る
際
の
大

き
な
基
準
に
な
る
と
考
え
る
。
支
援
員
の

増
員
は
財
政
的
な
問
題
も
あ
る
と
思
う
が
、

特
別
支
援
学
級
１
ク
ラ
ス
に
１
名
の
支
援

員
の
配
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

本
市
の
不
登
校
対
策
を
問
う
。

「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
通
し
た

不
登
校
未
然
防
止
事
業
」
と
「
早
期

ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
し
た
不
登
校
対
策
校

内
支
援
充
実
事
業
」
を
実
施
。
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
不
登
校
対
策
を
小
学

校
の
段
階
で
早
期
に
行
う
こ
と
で
、
新
た

な
不
登
校
を
生
ま
な
い
こ
と
を
狙
い
と
し

て
い
る
。

市
長
部
局
を
含
め
た
本
市
の
支
援
体

制
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
６
年
度
か
ら
、
子
育
て
世
帯
や

子
ど
も
へ
の
一
体
的
な
相
談
支
援
を

行
う
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。

同
セ
ン
タ
ー
に
、
子
育
て
に
係
る
各
種
の

専
門
職
と
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
配
置
し
、
機
能
を
集

約
す
る
こ
と
で
、
各
学
校
と
連
携
し
な
が

ら
包
括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
で
連
携
し
、

不
登
校
の
解
消
に
向
け
た
支
援
体
制
の
強

化
に
努
め
た
い
。

不
登
校
対
策

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

髙
瀬
冨
士
夫

清
　友
　会

た
か
せ

ふ

　じ

　お

令
和
６
年
10
月
に
文
部
科
学
省
が
公

表
し
た
「
令
和
５
年
度
児
童
生
徒
の

問
題
行
動
・
不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸

課
題
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
小
中

学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
過
去
最
多

を
更
新
し
、
30
人
に
１
人
が
不
登
校
に
な

っ
て
い
る
。
国
は
不
登
校
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
学
び
の
多
様
化
学
校
の
設
置
を
更

に
促
す
た
め
、
設
置
前
の
準
備
や
運
営
の

支
援
を
進
め
て
い
る
。

　
学
び
の
多
様
化
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
の

学
校
と
は
異
な
り
、
特
色
あ
る
教
科
の
新

設
や
全
体
の
授
業
時
間
数
の
削
減
な
ど
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
に
配
慮
し
た
特

別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施

し
て
い
る
。
令
和
６
年
４
月
現
在
、
九
州

で
は
大
牟
田
市
な
ど
に
４
校
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
学
び
の
多
様
化
学

校
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
の
か
問
う
。

同
調
査
に
お
い
て
、
本
市
の
不
登

校
児
童
生
徒
数
は
小
学
校
71
人
、
中

学
校
１
４
５
人
、
不
登
校
対
策
は
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
び
の
多
様
化
学
校
の
設
置
目

的
は
、
家
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
に
く
い

不
登
校
の
子
ど
も
達
が
人
と
の
関
わ
り
を

持
ち
、
基
礎
学
力
や
社
会
性
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
学
び
の
場

に
お
け
る
多
様
性
を
認
め
、
子
ど
も
達
が

学
び
の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
あ
り
、
学
び
の
多
様
化
学
校
の
設
置

は
意
義
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
設
置
場
所
や
教
職
員
の
配
置
な
ど
多
大

な
予
算
を
伴
う
た
め
、
関
係
機
関
・
部
署

と
の
十
分
な
協
議
が
必
要
で
あ
り
、
現
在

設
置
し
て
い
る
適
応
指
導
教
室
な
ど
の
不

登
校
対
策
事
業
の
効
果
や
課
題
を
検
証
し
、

設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
校
内
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

児
童
生
徒
の
早
期
発
見
や
、
そ
の
問

題
の
早
期
解
決
を
目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
本

市
の
各
学
校
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
方
法
を
問
う
。

市
内
各
学
校
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
原
則
月
１
回
実
施
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、

昨
年
度
か
ら
、
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会

か
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
市
内
で
統
一
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
さ
ら
に
、

今
年
度
か
ら
夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
後
に

新
学
期
を
迎
え
る
子
ど
も
の
不
安
な
ど
を

保
護
者
に
も
注
視
し
て
も
ら
う
た
め
、
保

護
者
と
子
ど
も
が
一
緒
に
回
答
す
る
「
い

じ
め
問
題
に
係
る
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

開
始
し
た
。
こ
の
教
育
委
員
会
実
施
の
２

つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
回
答
内
容
が
直
接
、

教
育
委
員
会
に
届
く
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末

を
活
用
し
、
よ
り
迅
速
に
不
安
や
悩
み
の

実
態
を
つ
か
め
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
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取
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議会のおしらせ No.227 11 議会のおしらせ No.227 10

令
和
６
年
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
つ
い
て
、
本
市
の
結
果
を
問
う
。

全
国
平
均
と
比
較
す
る
と
、
小
学
６

年
生
は
国
語
93
・
１
％
、
算
数
91
・

５
％
、
中
学
３
年
生
は
国
語
84
・
３
％
、

数
学
64
・
８
％
。
令
和
元
年
度
以
降
、
小

学
６
年
生
は
国
語
95
％
前
後
、
算
数
93
％

前
後
を
推
移
、
中
学
３
年
生
の
国
語
・
数

学
は
、
全
国
平
均
と
の
差
が
開
い
て
い
る
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

は
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

学
力
向
上
は
本
市
の
課
題
で
あ
る
。

①
教
職
員
の
指
導
力
向
上
、
指
導
内

容
や
指
導
方
法
の
改
善
を
図
る
研
修
、②

学
校
の
改
善
計
画
や
取
り
組
み
に
対
し
、

必
要
な
指
導
や
助
言
、③
優
れ
た
取
り
組

み
の
周
知
に
努
め
、
学
習
指
導
や
家
庭
学

習
習
慣
の
改
善
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る

な
ど
学
力
向
上
の
た
め
に
努
力
し
た
い
。

学
力
向
上
に
は
、
よ
り
具
体
的
か
つ

効
果
的
な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

教
育
委
員
会
の
見
解
を
問
う
。

引
き
続
き「
徹
底
反
復
学
習
」、「
主
体

的
な
学
び
に
向
か
う
授
業
づ
く
り
」、

「
家
庭
学
習
の
充
実
」
を
軸
に
、
各
校
の

効
果
あ
る
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

中
学
校
で
は
、
本
年
度
か
ら
福
岡
教
育
大

学
教
授
に
指
導
し
て
も
ら
い
、
仲
間
と
の

対
話
を
必
然
と
し
た
「
協
同
学
び
」
を
取

り
入
れ
た
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

だ
課
題
は
多
い
が
、
全
小
中
学
校
一
体
と

な
っ
て
学
力
向
上
に
努
め
た
い
。

小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
教
科
担
任

制
は
、
担
任
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
実
施
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
４
年
度
か
ら
全
国
の
公
立
小
学

校
高
学
年
で
導
入
が
開
始
さ
れ
、
外

国
語
・
理
科
・
算
数
・
体
育
の
４
教
科
を

中
心
に
実
施
し
て
い
る
学
校
が
あ
る
。
本

市
で
は
、
完
全
な
教
科
担
任
制
で
は
な
い

が
、
外
国
語
と
理
科
の
教
員
を
配
置
し
て
、

５
・
６
年
生
の
授
業
を
担
っ
て
い
る
。
教

科
担
任
制
は
、
担
任
の
負
担
軽
減
等
に
つ

な
が
り
、
大
変
有
意
義
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
県
に
対
し
、
教
科
担
任
制
導
入
の
た

め
の
加
配
を
要
求
し
て
い
き
た
い
。

学
校
が
抱
え
る
多
く
の
課
題
に
対
応

し
、
円
滑
に
学
校
を
運
営
す
る
た
め

教
頭
の
複
数
配
置
が
有
効
だ
と
考
え
る
。

市
独
自
の
施
策
と
し
て
実
施
で
き
な
い
か
。

教
頭
の
複
数
配
置
は
、
大
規
模
校
に

限
ら
れ
て
い
る
た
め
実
現
は
難
し
く
、

市
独
自
で
の
配
置
も
難
し
い
。

本
市
の
未
来
を
考
え
た
と
き
、
学
校

教
育
は
重
要
で
あ
る
。
予
算
の
重
点

配
分
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

必
要
な
予
算
は
、
教
育
委
員
会
と
緊

密
に
連
携
し
て
検
討
し
て
い
く
。
最 

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
出
る
よ
う
予

算
を
措
置
し
た
い
。

録画映像

録画映像

マ
イ
ナ
保
険
証

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
は
、
現
行

の
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
は
停
止

さ
れ
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
登
録
を

行
っ
て
い
な
い
方
の
受
診
方
法
を
問
う
。

国
民
健
康
保
険
や
福
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
で
は
、
最
長
で
令
和
７

年
７
月
31
日
ま
で
使
用
で
き
る
保
険
証
を

発
行
し
て
い
る
。
そ
の
有
効
期
限
ま
で
は
、

従
来
の
保
険
証
で
受
診
で
き
る
。

従
来
の
保
険
証
の
有
効
期
限
が
切
れ

た
後
の
受
診
方
法
を
問
う
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
方

は
、
本
人
の
申
請
に
よ
ら
ず
、
有
効

期
限
前
に
郵
送
す
る
資
格
確
認
書
で
受
診

で
き
る
。

令
和
６
年
10
月
28
日
か
ら
マ
イ
ナ
保

険
証
の
利
用
登
録
を
解
除
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
手
続
き
を
問
う
。

市
民
課
保
険
係
の
窓
口
で
、
運
転
免

許
証
な
ど
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

を
提
示
し
、
解
除
申
請
す
る
。
委
任
状
が

あ
れ
ば
、
代
理
申
請
も
で
き
る
。
ま
た
、

解
除
申
請
時
に
有
効
期
間
内
の
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
資
格
確
認
書
の
交

付
を
受
け
ら
れ
る
。

就
学
援
助
費
の
う
ち
修
学
旅
行
費
は
、

本
市
が
支
給
す
る
基
準
額
で
は
不
足

し
、
自
己
負
担
額
が
発
生
し
て
い
る
。
そ

の
実
態
に
つ
い
て
問
う
。

物
価
上
昇
の
影
響
で
、
修
学
旅
行
経

費
も
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
本
年

度
の
就
学
援
助
費
を
国
の
単
価
と
同
額
に

引
き
上
げ
た
。
こ
の
額
の
範
囲
で
実
施
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
が
、
市
内
６
校
で
平

均
１
６
１
３
円
の
自
己
負
担
が
生
じ
た
。

年
間
約
40
万
円
予
算
を
増
額
す
れ
ば
、

こ
の
自
己
負
担
額
が
解
消
さ
れ
る
。

来
年
度
以
降
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

義
務
教
育
に
係
る
就
学
援
助
は
国
の

負
担
で
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

た
め
、
市
長
会
等
を
通
じ
、
国
に
予
算
単

価
の
増
額
を
要
望
し
た
い
。

本
市
在
住
の
外
国
人
の
人
数
を
問
う
。

令
和
６
年
10
月
末
現
在
、
外
国
人
住

民
は
１
１
７
６
人
で
、
国
籍
別
で
は
、

26
の
国
と
地
域
で
あ
る
。

地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
生
活
面

で
の
困
り
事
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民

や
外
国
人
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
を

市
役
所
内
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

多
国
籍
化
、
複
雑
化
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
外
国
人
の
生
活
相
談
な
ど

に
備
え
、
本
市
で
も
相
談
窓
口
の
設
置
を

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
、
相
談
・
解
決
に
向

け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
備
し
た
い
。

就
学
援
助
費

外
国
人
の
相
談
窓
口
設
置

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

柿
田
　孝
子

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

か
き
た

た
か
こ

特
別
支
援
教
育

▼
個
人
質
問

議
員

石
松
　和
幸

社
民
党
市
議
会
議
員
団

い
し
ま
つ

か
ず
ゆ
き

学
び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対
策

小
中
学
校
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員

配
置
基
準
の
検
討
状
況
を
問
う
。

詳
細
な
配
置
基
準
は
設
け
ず
、
学
校

の
実
情
に
応
じ
て
配
置
す
る
こ
と
と

し
た
。
児
童
生
徒
の
特
性
等
と
学
校
現
場

の
要
望
を
考
慮
し
、
配
置
を
決
定
し
た
い
。

特
別
支
援
学
級
は
市
内
に
計
50
ク
ラ

ス
あ
り
、
支
援
員
の
配
置
は
計
27
人

で
あ
る
。
各
ク
ラ
ス
に
１
人
の
支
援
員
が

配
置
さ
れ
て
い
な
い
理
由
を
問
う
。

特
別
支
援
学
級
は
、
１
ク
ラ
ス
の
人

数
を
最
大
８
人
と
し
、
１
人
の
正
規

担
任
を
配
置
。
少
人
数
の
中
で
も
更
に
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
い
る
な
ど

の
事
情
を
考
慮
し
、
支
援
員
を
配
置
し
て

い
る
。
各
ク
ラ
ス
に
支
援
員
を
１
人
ず
つ

配
置
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

支
援
員
の
勤
務
時
間
は
、
一
日
当
た

り
４
時
間
ま
た
は
６
時
間
で
あ
り
、

学
校
現
場
か
ら
児
童
生
徒
が
学
校
に
い
る

時
間
帯
は
支
援
員
を
配
置
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
が
あ
る
。
支
援
員
の
配
置
基
準
を

明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

配
置
基
準
を
定
め
た
場
合
、
支
援
員

を
機
械
的
に
配
置
で
き
る
一
方
、
配

置
基
準
が
制
限
と
な
り
、
重
点
的
な
配
置

が
で
き
な
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ

る
。
配
置
基
準
が
な
い
こ
と
で
支
援
が
不

十
分
と
な
ら
な
い
よ
う
、
学
校
の
実
情
を

把
握
し
配
置
し
て
い
き
た
い
。

配
置
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

市
長
部
局
に
予
算
要
求
す
る
際
の
大

き
な
基
準
に
な
る
と
考
え
る
。
支
援
員
の

増
員
は
財
政
的
な
問
題
も
あ
る
と
思
う
が
、

特
別
支
援
学
級
１
ク
ラ
ス
に
１
名
の
支
援

員
の
配
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

本
市
の
不
登
校
対
策
を
問
う
。

「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
通
し
た

不
登
校
未
然
防
止
事
業
」
と
「
早
期

ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
し
た
不
登
校
対
策
校

内
支
援
充
実
事
業
」
を
実
施
。
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
不
登
校
対
策
を
小
学

校
の
段
階
で
早
期
に
行
う
こ
と
で
、
新
た

な
不
登
校
を
生
ま
な
い
こ
と
を
狙
い
と
し

て
い
る
。

市
長
部
局
を
含
め
た
本
市
の
支
援
体

制
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
６
年
度
か
ら
、
子
育
て
世
帯
や

子
ど
も
へ
の
一
体
的
な
相
談
支
援
を

行
う
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。

同
セ
ン
タ
ー
に
、
子
育
て
に
係
る
各
種
の

専
門
職
と
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
配
置
し
、
機
能
を
集

約
す
る
こ
と
で
、
各
学
校
と
連
携
し
な
が

ら
包
括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
で
連
携
し
、

不
登
校
の
解
消
に
向
け
た
支
援
体
制
の
強

化
に
努
め
た
い
。

不
登
校
対
策

▼
代
表
質
問

議
員

録画映像

髙
瀬
冨
士
夫

清
　友
　会

た
か
せ

ふ

　じ

　お

令
和
６
年
10
月
に
文
部
科
学
省
が
公

表
し
た
「
令
和
５
年
度
児
童
生
徒
の

問
題
行
動
・
不
登
校
等
生
徒
指
導
上
の
諸

課
題
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
小
中

学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
過
去
最
多

を
更
新
し
、
30
人
に
１
人
が
不
登
校
に
な

っ
て
い
る
。
国
は
不
登
校
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
学
び
の
多
様
化
学
校
の
設
置
を
更

に
促
す
た
め
、
設
置
前
の
準
備
や
運
営
の

支
援
を
進
め
て
い
る
。

　
学
び
の
多
様
化
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
の

学
校
と
は
異
な
り
、
特
色
あ
る
教
科
の
新

設
や
全
体
の
授
業
時
間
数
の
削
減
な
ど
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
に
配
慮
し
た
特

別
の
教
育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施

し
て
い
る
。
令
和
６
年
４
月
現
在
、
九
州

で
は
大
牟
田
市
な
ど
に
４
校
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
学
び
の
多
様
化
学

校
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
の
か
問
う
。

同
調
査
に
お
い
て
、
本
市
の
不
登

校
児
童
生
徒
数
は
小
学
校
71
人
、
中

学
校
１
４
５
人
、
不
登
校
対
策
は
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
び
の
多
様
化
学
校
の
設
置
目

的
は
、
家
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
に
く
い

不
登
校
の
子
ど
も
達
が
人
と
の
関
わ
り
を

持
ち
、
基
礎
学
力
や
社
会
性
を
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
学
び
の
場

に
お
け
る
多
様
性
を
認
め
、
子
ど
も
達
が

学
び
の
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
あ
り
、
学
び
の
多
様
化
学
校
の
設
置

は
意
義
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
設
置
場
所
や
教
職
員
の
配
置
な
ど
多
大

な
予
算
を
伴
う
た
め
、
関
係
機
関
・
部
署

と
の
十
分
な
協
議
が
必
要
で
あ
り
、
現
在

設
置
し
て
い
る
適
応
指
導
教
室
な
ど
の
不

登
校
対
策
事
業
の
効
果
や
課
題
を
検
証
し
、

設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
校
内
で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

児
童
生
徒
の
早
期
発
見
や
、
そ
の
問

題
の
早
期
解
決
を
目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
本

市
の
各
学
校
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
方
法
を
問
う
。

市
内
各
学
校
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
原
則
月
１
回
実
施
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、

昨
年
度
か
ら
、
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会

か
ら
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
市
内
で
統
一
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
さ
ら
に
、

今
年
度
か
ら
夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
後
に

新
学
期
を
迎
え
る
子
ど
も
の
不
安
な
ど
を

保
護
者
に
も
注
視
し
て
も
ら
う
た
め
、
保

護
者
と
子
ど
も
が
一
緒
に
回
答
す
る
「
い

じ
め
問
題
に
係
る
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

開
始
し
た
。
こ
の
教
育
委
員
会
実
施
の
２

つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
回
答
内
容
が
直
接
、

教
育
委
員
会
に
届
く
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末

を
活
用
し
、
よ
り
迅
速
に
不
安
や
悩
み
の

実
態
を
つ
か
め
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
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議会のおしらせ No.227 12

田
川
バ
イ
オ
マ
ス
火
力
発
電
所
の
設
置

住
民
説
明
会
の
開
催
や
公
害
防
止
協

定
の
締
結
に
つ
い
て
、
南
国
殖
産
㈱

や
田
川
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
と
の

９
月
以
降
の
協
議
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

11
月
20
日
に
南
国
殖
産
㈱
と
協
議
を

行
い
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
住

民
理
解
を
得
る
よ
う
強
く
求
め
た
。

発
電
所
建
設
地
に
係
る
農
地
転
用
手

続
に
お
い
て
、
事
業
者
で
あ
る
田
川

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
が
隣
接
農
地

所
有
者
の
同
意
書
を
農
業
委
員
会
に
提
出

し
て
い
る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
事
業
者

は
、「
農
業
委
員
に
委
任
し
、
そ
の
農
業

委
員
が
隣
接
農
地
所
有
者
に
農
地
転
用
を

説
明
、
同
意
を
得
た
上
で
、
押
印
し
て
も

ら
っ
た
も
の
を
提
出
し
た
」
と
説
明
し
て

い
る
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
農
業
委
員
の
行

為
は
、
そ
の
職
責
か
ら
適
切
な
の
か
問
う
。

一
般
的
に
、
農
地
転
用
の
申
請
を
審

議
す
る
農
業
委
員
と
し
て
の
立
場
か

ら
、
同
行
為
は
適
切
と
は
考
え
が
た
い
。

隣
接
農
地
所
有
者
は
、「
事
業
者
や
農

業
委
員
か
ら
農
地
転
用
に
係
る
説
明

を
受
け
て
な
く
、
押
印
も
し
て
い
な
い
。

同
意
書
に
押
さ
れ
て
い
る
印
鑑
は
、
自
身

が
所
有
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
」
と
話

し
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
同
意
書
が
偽
造

さ
れ
て
い
た
場
合
の
対
応
を
市
長
に
問
う
。

福
岡
県
や
農
業
委
員
会
の
事
務
で
あ

る
た
め
、
具
体
的
な
言
及
は
控
え
た

い
。
一
般
論
と
し
て
、
公
務
員
は
、
そ
の

職
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
、
犯
罪
行
為
を

認
知
し
た
と
き
は
、
し
か
る
べ
き
対
応
を

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
、
確
実
な
証
拠
が
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
適
切
な
対
応
を
取
る
べ
き
と

考
え
る
。

本
市
は
、
し
尿
処
理
施
設
、
ご
み
処

理
施
設
及
び
埋
立
処
分
施
設
の
建
設

事
務
を
大
任
町
に
委
託
し
た
。
そ
の
際
、

取
り
交
わ
し
た
規
約
に
、「
大
任
町
長
は

決
算
の
要
領
を
公
表
し
た
と
き
は
、
同
時

に
当
該
決
算
の
委
託
事
務
に
関
す
る
部
分

を
田
川
市
長
に
通
知
す
る
」
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
決
算
の
通
知
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
問
う
。

同
規
約
が
施
行
さ
れ
た
平
成
28
年
度

分
に
つ
い
て
の
み
通
知
さ
れ
て
い
る
。

翌
年
度
以
降
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
通
知

さ
れ
て
い
な
い
。

本
件
は
一
般
的
な
情
報
提
供
と
は
性

質
が
異
な
り
、
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
。
履
行
さ
れ
て
い
な
い
７
年

間
分
を
速
や
か
に
提
出
す
る
よ
う
大
任
町

長
に
求
め
る
べ
き
。
市
長
の
考
え
を
問
う
。

規
約
に
反
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

今
後
機
会
あ
る
ご
と
に
大
任
町
に
求

め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

新
ご
み
処
理
施
設
等

▼
個
人
質
問

議
員

録画映像

佐
藤
　俊
一

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

さ
と
う

し
ゅ
ん
い
ち

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
等

令
和
６
年
４
月
に
、
し
尿
等
収
集
運

搬
業
者
の
区
域
割
り
が
見
直
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
し
尿
等
収
集
運
搬
業
者
の
受
け

持
ち
件
数
を
平
準
化
し
、
効
率
化
を
図
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
一
般
廃
棄
物
処
理

計
画
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
市
の
見
解
を
問
う
。

区
域
割
り
の
見
直
し
を
行
っ
た
田
川

地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合
に
平

準
化
に
係
る
資
料
の
提
供
を
求
め
た
が
、

文
書
に
よ
る
回
答
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
平
準
化
が
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
に

基
づ
く
も
の
か
否
か
、
確
認
で
き
な
い
。

広
域
組
合
が
し
尿
等
収
集
運
搬
業
者

の
許
可
権
限
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
問
う
。

し
尿
等
収
集
運
搬
業
者
の
許
可
は
、

令
和
３
年
の
広
域
組
合
設
立
時
に
、

同
組
合
に
お
い
て
共
同
処
理
す
る
事
務
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
。
そ
の
経
緯

に
係
る
明
確
な
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。

11
月
臨
時
会
で
可
決
さ
れ
た
広
域
組

合
の
規
約
の
変
更
に
よ
り
、
ご
み
の

収
集
運
搬
業
者
の
許
可
に
つ
い
て
も
同
組

合
が
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る

本
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

家
庭
ご
み
の
収
集
運
搬
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
本
市
が
業
者
に
委

託
し
て
行
う
。
事
業
系
ご
み
に
つ
い
て
は
、

広
域
組
合
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
が
収

集
運
搬
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

広
域
組
合
の
規
約
の
変
更
に
係
る
議

案
は
、
９
月
議
会
で
は
否
決
さ
れ
、

11
月
臨
時
会
で
辛
う
じ
て
可
決
さ
れ
た
。

こ
の
混
乱
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ

て
い
な
い
市
長
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
長
の
見
解
を
問
う
。

一
部
市
民
に
不
安
を
与
え
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
今
後
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
市
政
に
臨
む
所
存
で
あ
る
。

議
案
の
否
決
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
負
託

を
受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
判
断
の
結

果
で
あ
る
の
で
、
執
行
部
に
責
任
が
あ
る

と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

昨
年
、
強
要
未
遂
の
疑
い
で
大
任
町

長
を
告
訴
し
た
費
用
に
つ
い
て
問
う
。

代
理
人
弁
護
士
に
係
る
費
用
と
し
て
、

約
２
９
４
万
円
を
支
出
し
た
。

大
任
町
長
と
積
極
的
な
意
見
交
換
や

対
面
協
議
を
行
え
ば
、
多
額
の
費
用

を
要
す
る
告
訴
は
避
け
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

大
任
町
長
の
発
言
は
、
本
市
が
行
う

べ
き
事
務
に
対
し
、
そ
れ
を
行
わ
な

い
こ
と
を
強
要
し
た
も
の
で
あ
り
、
犯
罪

行
為
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
相
応
の
対
応

を
す
る
こ
と
は
、
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
市
政
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永
松
　広
宣

黎
　明
　会

な
が
ま
つ

ひ
ろ
の
り
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